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パレオパラドキシアは、今からおよそ1500万年前(新生代第三紀

中新世）に生息していた噸乳動物である。この種はすでに絶滅して

いるが、その姿は現在のカバやバクに似ていたと想‘像されている。

さ裟鮮義鯛曹濡雛撫葱蹴総景
このような例は、世界でも数例しかない。

また、パレオパラドキシアが生息していた頃の津山地方は、現在

のような盆地ではなく、マングローブが生い茂る熱帯性の海岸部で

あった。そしてこのような暖かい入江を自由に泳ぎ回ったり、浜辺

に上ったりする両生生活をしていたものと考えられている。

Ｐ

津山産パレオパラドキシア骨格復元模型
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平成元年度

｢竹林七賢図」〔部分〕（個人蔵）

２

特別展

｢美作の近世絵画」
津山狩野派の絵師たち

10.14(土)～11.12(日）

狩野派は、近世絵画のなかで雌も代表的な流派で

ある。江戸幕府が、狩野派の絵師を御用絵師とした

ため、諸藩もこぞって同派を学んだ絵師を召し抱え

た。津山藩も同様であった。

津山狩野派の祖は洞学幸信である。享保5年（1720）

４月松平家に召抱えられるが、元文２年（１７３７）に

暇をした。洞学には、兵四郎（兵治郎）・富信・察

信という３人の養子がいる。しかし、兵四郎・富･信

は数年で離縁し、察,信は毛利家に仕えたため、津山

における狩野家は断絶する。

その後しばらくして、津山藩には、次のような２

系統の狩野家が誕生する。

如林系

如林乗信一如泉成･信一如林宗信(松甫)－如春

如水系

如水由信一如真完信一如慶一如柳

初代如林は初名を花沢兵四郎。瀧波家の養子とな

り、明和６年（1769）に藩から狩野系図をあたえら

れる。如泉は初名を金田外内。瀧波家の養子となり、

文化９年（1812）１２月に狩野姓をゆるされる。３代

如林は松甫とも名乗り、土甫藩土屋家の藩士で、文

旭 日 波 涛 図 狩 野 探 幽 １ 幅

春駒図狩野常信・洞春・周嬢信等１幅

,一言己念講演会-------------------ｉ

ｌＩ日時：１０月１５日（日）１３：３０～１５：３０’
'１講師：岡山県立美術館学芸員守安収’
'１演題：「狩野派の組織と御用」
'１場所：津山郷土博物館２Ｆ研修室
ｌ一一一一一一一一－一一一一一一－１

｢吉兆之図Ｉ（個人蔵）

）

ａ

トヨ艇渦

政３年(1820)に如泉の養子となり、安政元年(1854）

如林と改名する。如春は松伯・林甫とも称す。

如水は初名を池淵宇助。明和４年（1767）召出さ

れ、如水と改める。天明２年（1782）８〃に狩野姓

を許される。如典は、享和元年（1801）に召出され

る。文化11年（1814）頃如莫と改名。如慶は、天保

８年（1837）７月に家督を相続。柳甫は如柳とも名

乗り、文久元年（1861）１２月召出される。洞学や他

の絵師たちの職名は「小坊主」「坊主」「前坊主」

である。日常の勤務は、藩主の茶の世話懸かりであ

り、公務として絵を描くことはほとんどなかった。

主な展示資料

竹林七賢図狩野洞学幸信６曲１隻

獅 子 牡 丹 図 狩 野 宮 信 １ 巻

山水人物図狩野如林宗信６曲１双

お多福図狩野如林宗信扇面

吉兆之図狩野如林宗信１幅、
山水図狩野如真完信６曲１隻画グ

1
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り、「孝秋之印」「少陽氏」

の落款を使用している。天

保・弘化期には、「蹴之印」

「君鳳」「孝秋」「竹斎」

「菰字君鳳号竹斎」「古拙

居士」「源怠印章」などを

使用している。作成時期の

不明な作品では、「竹斎」

「筆飛将車」があり、今後

竹斎と彼の作品を調査する

参考としたい。

なお、狩野派関係の作品

については、１０月１４日から

開催する特別展を通じて紹

介する。
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５月から７月まで、津山市を中心とする美作地域

の近･世絵価を渦在した。２９家72点の扉風・襖・軸物

類で、津山藩の御用絵師の作品を主としており、下
記の内訳である。

広瀬鑑１１１１４点

飯塚竹斎３４点

狩野如林乗信 ３点

狩野如林宗信１ ４点

狩野如水由信２点

狩野如真完信５点

津山藩の御用絵師では、広瀬童山が鮫も著名であ

る。飯塚竹斎は豊山の弟子であるが、これまでは竹

斎の作品が少なかったため、あまり紹介されていな

い。今回の調査では、半数ちかくが彼の作品で、成

房果は十分たるものであった。この欄で竹斎について

少ーし紹介する。
竹斎は名は翁、字は君鳳、寛政

ｑ竹斎の印

、 ノ

８年（1796）９月８日に、広瀬半

助の５男として生まれる。幼名を

漢之丞という◎文政元年（1818）

８月朔日、飯塚弥城の養子となり、

同２年６月191.1に七五三と、また

同７年５月９日に与作と改める。

早くから学才をしめし、「学問出

精、四秤講釈等も相成」といわれ

ている。広瀬麗山風就いて画法を

学んだのは、おそらく１５歳前後で

あろう。文政２年に江戸から津山

に帰っている。藩の倹約令による

もので、このため20代後半から３０

代を通じて失意の日々を送ったよ

うである。「文武共不出精の上、

平日の行状宜からず趣相間、心得

し懲李孟禰蝋1,酒量簾
に出ることを禁止され、文武に励

むように申渡される。

天保12年（1841）７月７日家'督

を相続するが、弘化４年（1847）

正月８日、中風で奉公出来がたい

として、嫡子に家督を譲った。な

お、その後も画業に励んだといわ

れている。文久元年（1861）９月

１８日死亡。

作品には、塁山風の山水画が多

く、花鳥画もみられる。描いた年

代を記入した作品は、そのほとん

どが天保・弘化期（1830～1847）

のものである。

竹斎の号を用いた時期は早く、

文化元年（1804）９歳の作品があ

鬼
鐙謬

広瀬壷山「山水図」（個人蔵）飯塚竹斎「山水図」（個人蔵）
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近世絵画の調査



寄託者

（敬称略）

中島宏

大林篤補

津本幸士

万福寺

斎藤厳

商谷宗勝

Ⅲ中孝照

前原策馬

美甘隆夫

受贈資料一覧（昭和63年度）
岡山県地誌略、日本略史他５６点中村満里子寄 贈 者

（敬称略）

大林篤徳

田辺満雄

国分博治

前原策馬

植月壮介

安川豊史

藤井文右衛門

下山圭司

資 料 名 員数

ビカリア、ツリテラ他

ビカリア、ビカリエラ他

ウニ、ホタテ貝

須恵器謹片､弥生土器片他

瓦経片、石錐、紡錘車

ナイフ型石器、剥片他

軒丸･平瓦､須恵器杯身他

耳環他

蛸
蛸
索
括
礁
涼
聴
蝉

５
７

１

－
２
１

※資料の詳細については省略させていただき

ます。

なお、御寄贈いただきました資料は、博物

館資料として、永く保存活用いたします。
どうもありがとうございました。

受託資料一覧

茶釜

クジラ、コハク

鬼の面

経筒、経筒外容器他

佑製鏡、和鏡

円面硯､須恵器杯蓋･杯身

家形陶棺

須恵器杯蓋･杯身･謹片他

縄文土器片、凹石･他

(昭和63年度）
資料名 二Ｋiii‘ｉ芳久

土鳩敬

牧山政雄

稲谷明

縦山ふくよ

苅川善政

中西秀夫

土岐元米

徳守神社

斎藤厳
妙法寺

礁
蕪
猟
蝋
蝋
漁
蝉
礁
対
礁
臆

６
８
１
－

１０
２

員数

４

玉置家文書

土居家文書：

羽紫秀吉書状他

看板

松平斉民書

花鳥図（広瀬台山筆）他

伝キリシタン灯篭

陣羽織、火消装束他

鉄盾

米切手、写真帖他

鰐口

、
》

膜
娯
噛
礁
蕪
蕪
噛
括
括

４

－
－

（

典博物館だよりNo.２

発行年月日平成元年９月３０日
編集・発行津山郷土博物館

〒708岡山県津山市山下９２
ＴＥＬ(0868)２２－４５６７

博物館スケジュール

典は､旧津山藩の槍印で剣大といい､現在派山市の市厳である

10/‘14～11/1２ 、
》

〈博物館入館案内〉

○開館時間午前９：００～午後５：００
○休館日毎週月曜日・祝日の翌日

１２月27～１月４日その他
○入館料小・中学生100円（８０円）

高校・大学生150円（120円）
般200円（160円）

※（）は団体、団体は30人以上

、
特別展

｢美作の近世絵画」

講座

中世文書を読む

錘
削 市史講座

美作の文化財めぐり

1０

〔紀念識縦会w帽:撫灘．“1膜］19/14～'1/《i２

○'％，○'1/１８○'12/１６ ○1/2０

o叩i‘。↑しh〔州噸呼鵜｣|細燃繍雛築幽
○（ 津山市内）（柵原町方面）○
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